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仙台市水防協議会資料

防災気象情報の改善
及び

この夏の天候の見通し

master
スタンプ
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「洪水キキクル」と「水害リスクライン」の統合表示
（令和5年2月16日実施）

※危険度はイメージ

自治体・住民が
それぞれの詳細なリスク情報を
洪水キキクルページ（気象庁HP）
でワンストップで確認可能に

「国管理河川の洪水の危険度分布※」
（水害リスクライン）

※ 大河川のきめ細かな越水・溢水の危険度を伝える

「洪水警報の危険度分布※」
（洪水キキクル）

※ 中小河川の洪水危険度を伝える

国管理河川の詳細
な予測情報は水害
リスクラインで提供。

地域の洪水の危険度を一元的に確認できるよう、これまで別々に提供してきた「洪
水警報の危険度分布」（洪水キキクル）と「国管理河川の洪水の危険度分布」（水害
リスクライン）を気象庁ホームページ上で一体的に表示するよう改善しました。



洪水警報等の基準見直し

洪水警報基準Ⅲ 洪水警報基準Ⅱ

※1991～2019年の29年間のデータによる評価結果

令和２年まで（30年間）の流域雨量指数データ、災害データを用いて洪水警報基準の見直しを
実施し、 今出水期前から新たな基準で運用します。
新基準は、従来と同程度の災害捕捉率を確保しつつ、発表頻度を減少させることができるため、
避難情報など自治体の防災対応において、より使いやすい警報・注意報になることが期待されます。

洪水警報見直しのポイント
〇1991-2020年の指数と災害データによる見直し
（指数・災害データ1年分追加、確率値算出用は3年分追加）
〇キキクル流路修正による流域雨量指数変化
〇監視格子の見直しによる流域雨量指数変化
〇流域雨量指数計算処理プログラムにおける
数値の扱い方の一部変更（整数型⇒小数点型）

〇災害捕捉率を維持しつつ発表回数（空振り）を低減

※洪水警報基準は、市町村数×河川数×２（単独基準・複合基
準）と多いため基準値は掲載していません。
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新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧
仙台市東部 28 28 13 13 10 10 南三陸町 17 17 13 13 7 7
塩竈市 22 22 14 14 8 8 角田市 20 20 14 14 8 8
名取市 26 26 18 18 8 8 大河原町 15 15 12 12 7 7
多賀城市 29 29 19 19 11 11 村田町 18 16 14 12 8 8
岩沼市 26 26 19 19 9 9 柴田町 18 18 14 14 8 8
亘理町 26 26 19 19 11 11 丸森町 16 16 12 12 8 8
山元町 21 21 16 16 8 7 登米市 23 23 18 18 9 9
松島町 21 21 16 16 6 6 栗原市東部 28 28 18 18 11 11
七ヶ浜町 28 28 18 18 11 11 仙台市西部 21 21 12 12 9 9
利府町 25 25 15 15 8 8 大和町西部 20 20 15 15 10 10
大和町東部 21 21 16 16 8 8 大衡村 21 21 14 14 7 7
大郷町 21 21 16 16 9 9 白石市 21 21 15 15 7 7
富谷市 21 21 16 16 10 10 蔵王町 23 23 18 18 7 7
石巻市 19 19 12 12 8 8 七ヶ宿町 22 22 17 17 9 9
東松島市 17 17 13 13 8 8 川崎町 21 21 16 16 9 9
女川町 18 18 12 12 8 8 大崎市西部 29 29 20 20 10 8
大崎市東部 19 19 14 14 8 8 色麻町 25 25 20 20 11 11
涌谷町 19 19 15 15 6 6 加美町 29 29 18 18 10 10
美里町 24 24 19 19 9 9 栗原市西部 28 28 17 17 8 8
気仙沼市 22 22 12 12 8 8

基準Ⅲ
基準Ⅱ
（警報）

基準Ⅰ
（注意報）二次細分

区域

基準Ⅲ
基準Ⅱ
（警報）

基準Ⅰ
（注意報） 二次細分

区域

大雨警報（浸水害）基準の見直し

令和2年まで（30年間）の降雨データ、災害データを用いて大雨警報（浸水害）・
注意報基準の見直しを実施し、 今出水期前から新たな基準で運用します。
新基準は、従来と同程度の災害捕捉率、発表頻度と想定されます。また、一部市町
村については発表頻度の減少が想定されるため、より精度向上が図られます。

大雨警報（浸水害）基準Ⅲ

大雨警報（浸水害）基準Ⅱ

基準の定義と設定手法

市町村別の新旧表面雨量指数基準

※「発表回数」は30年間の基準到達延べ回数



令和３年６月 顕著な大雨に関する気象情報の運用開始
線状降水帯の発生を知らせる情報

令和４年６月
線状降水帯による大雨の可能性を伝える

気象情報（広域で半日前から）

令和５年ＸＸ
運用開始日未定

顕著な大雨に関する気象情報の運用改善
線状降水帯発生の直前予測（最大30分）

(5)

「顕著な大雨に関する気象情報」は、非常に激しい雨が同じ場所で実際に降り続いて
いる状況を「線状降水帯」というキーワードを用いて解説を行ってきました。
これからは、雨量予測も用いて線状降水帯による大雨の危機感を少しでも早く伝えます。

顕著な大雨に関する気象情報の改善（令和5年5月25日実施）

これまでの情報と今回の改善 「顕著な大雨に関する気象情報」のイメージ

過去
【過去】過去画像を用いた解説を
行えるよう、過去画像には、それ
が「現在」であったときに表示して
いた楕円を表示。

現在 07:40
(初期時刻07:30)

大雨災害発生の危険度が急激に高
まっている線状降水帯の雨域（現在時
刻の解析）

大雨災害発生の危険度が急激に高
まっている線状降水帯の雨域（10～
30分先の解析）

現在 07:40
初期時刻における実況を表示

判定結果（初期時刻07:30の場合）
07:45
初期時刻の10分後を表示

7:50
初期時刻の20分後を表示

08:00
初期時刻の30分後を表示

【現在】実況で解析された線状降水帯
を実線で、10～30分先に解析されたら
破線で表示。
計算に10分程度かかるため、初期時刻から約12分後に表示。

【10～30分先】各時刻の楕円を破線
で表示。
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5月23日発表の3か月予報

＜参考＞

この夏（6～8月）の天候（R5.5.23発表3か月予報）

東北地方の向こう３か月の気温と降水量は、ほぼ平年並の見込みです。
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地球温暖化の影響等により、
全球で大気全体の温度が高い。
エルニーニョ現象が発生する可能性が
高く、上空の偏西風は日本付近で平年
よりやや南を流れる時期もあるが、ほ
ぼ平年の位置を流れやすい。
冬に終息したラニーニャ現象の影響が
残るため、海面水温はインド洋熱帯域
で低く、積乱雲の発生はフィリピン付
近から西太平洋の赤道域にかけて多い。
このため、チベット高気圧は東側で強
く、東・西日本と沖縄・奄美では暖か
い空気に覆われやすい。
日本の南で太平洋高気圧の西への張り
出しがやや弱く、南から暖かく湿った
空気が流れ込みやすいため、北・東・
西日本では低気圧や前線の影響をやや
受けやすい時期がある見込みです。

＜参考＞
エルニーニョ現象とは、太平洋赤道域の日付変更線付近から南米沿岸にかけて海面水温が平年より高くなり、その状態が１年

程度続く現象です。逆に、同じ海域で海面水温が平年より低い状態が続く現象はラニーニャ現象と呼ばれ、それぞれ数年おきに
発生します。エルニーニョ現象やラニーニャ現象は、日本を含め世界中の異常な天候の要因となり得ると考えられています。

この夏（6月～8月）の天候の解説
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